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語彙・辞書研究会会則

第1項（本研究会の目的）
日本語の意味・用法を、より厳密に分析し記述することをめざす
とともに、広く言葉にかかわる諸分野をも含めて、語彙・辞書研
究の発展をはかることを目的とする。

第 2項（本研究会の活動）
第 1 項の目的を達するために、研究発表会・講演会の開催、機
関誌の発行、その他必要な活動を行う。

第 3項（研究発表会の開催）
原則として年二回開催する。

第 4項（本会の事務局）
事務局は、千代田区神田三崎町 2-22-14 三省堂出版局内におく。
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「夢酔独言」の待遇表現――勝小吉を中心に

はじめに

「夢酔独言」は勝海舟の父、勝小吉が天保十四（一八四三）年に著した書物である。本

書については、つとに中村通夫氏が「夢酔独言の語学的価値」（コトバ。昭和一六年十月。

「東京語の性格」所収）において紹介され、「江戸で生まれた武家階級の日常会話に近い言

葉で書かれた」文献として知られてきた。戸川氏所蔵と言われる、小吉自筆の原本は見て

いないが、そのコピーを山口豊氏の御厚意によって、借覧することができた。本日ここに

「夢酔独言」を取り上げることができるのは、すべて山口氏の御厚意による。話を始める

前ﾆ御礼申し上げる次第である。この書を活字化したものはいくつかあるが、入手しやすい

ものを二種挙げておく。

中公ﾊﾞｯｸｽ日本の名著 勝海舟 責任編集 江藤淳 中央公論社

平凡社ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 夢酔独言他 勝小吉著 勝部真長編集 平凡社

「夢酔独言」の引用は自筆本によった。その所在は丁数と行数を算用数字で示した。なお、

中央公論社版の頁数も漢数字によって併記した。

今回、「夢酔独言」を取り上げたのは、この書を通して勝小吉という一人の人間の待遇表

現を描き出してみたいと思ったからである。ただし、今回は人の呼び方に限定して話を進

める。

これまでの近世待遇表現の研究は語の待遇価値を段階的に記述する研究やその語の語誌

を追う究が多かった。このことは、近世に限らず待遇表現研究全体についても言えるので

はないかと思われる。

待遇表現をその待遇価値に従って段階的に記述することは、既にロドリゲスの「大文典」

に見える。

○かくして、第一位に Sama があり、第二位に Cô(公)、第三位に Dono（殿）、第四位
に軽い敬意を払ふ僧侶や剃髪者に対して使ふ Rǒ(老)があることになる。（ロドリゲス
日本大文典。土井忠生訳。574頁）

このような段階的記述を近世前期の上方語において大規模に行った研究として、山崎久之

氏の「国語待遇表現体系の研究」（武蔵野書院。昭和三八年刊）がある。

待遇表現研究のもう一つの方向として、個々の待遇表現の語誌的研究がある。たとえば、

辻村敏樹氏の「『貴様』の変遷」「『お…になる』考」（いずれも「敬語の史的研究」＜東京

堂出版一九六八年刊＞所収）のようなものである。

これまでの近世待遇表現現の研究では、このような段階的記述や語誌的記述が主であっ

て、一人の人間の待遇表現を全体的に捉えようというような試みはなかったように思われ

る。少なくとも、寡聞にして私は知らない。仮に一人の個人、又は武士や町人といった人

物類型の待遇表現を全体的に記述する研究を待遇表現の類型的研究と呼ぶことにしよう。

このような類型的研究においては、一人の人物がどのような待遇表現を使用し、一方どの

ような待遇表現によって待遇されたかを明らかにし、その人物をめぐる待遇表現の類型を

構築することになる。
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本題に入る前に本稿で使う用語について説明する。本稿では呼び掛けに使える言葉の整

理のために、呼称詞と人称詞という用語を使う。もちろんこれらは文法上の術語のような

厳密なものではなく、あくまでも整理の便宜のためのものである。呼称詞というのは、「お

父さん」「お母さん」のようなもので、人を指し表すだけでなく、呼び掛けにも使用できる

ものである。人を指し表す言葉には人称代名詞もあるので、人称代名詞と呼称詞を一括し

たものとして人称詞を立てる。

人称代名詞

人称詞

（人称代名詞以外） 呼称詞（人を表し呼び掛けに使える名詞）

本稿では、勝小吉という一人の武士を中心に据えて、小吉がどのように自称し、どのよ

うに聞き手を言語化したか、また小吉が他人からどう呼ばれたかを明らかにしていきたい

と思う。本日扱えるのは呼び方や呼ばれ方などであって、人称代名詞や呼称詞を扱うこと

になる。動作、状態に関する待遇表現は他日に譲る。

一 小吉の自称――小吉は自分のことをどう称していたか

「夢酔独言」で小吉は、自称として次のような人称詞を用いていた。

上位者に対して――「私」 同位者――オレ

下位者に対して――オレ、此ノ方、自分、ワシ、隠居、御旗本様、夢酔

このほかコッチが自称として使われているが、これは地の文だけである。、オラ、テマエ、、

ワレワレのような一人称代名詞も出てくるが、小吉は使用していない。なお、武士の自称

として有名な「拙者」は、「夢酔独言」には見られない。ただし、「平子龍先生遺事」には

「拙者は何も是と申す事はなく候へども」（平凡社ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ「夢酔独言他」一六六頁）など

と使用されている。

以上のような小吉の自称を「春色梅児誉美」の藤兵衛の自称と比較してみよう。「春色梅

児誉美」における藤兵衛の自称は次のようものである。

オイラ オラ オレ コッチ ワタクシ ワタシ 藤兵衛 藤サン

両者の相違の一つとして、藤兵衛がオイラ、オラを使用しているのに、小吉は使ってい

ない。一方、藤兵衛には此ノ方、自分、ワシが欠けている。小吉使用の自称の中から、注

意すべきものを取り上げてみよう。

＜私＞「夢酔独言」中の「私」には振り仮名がないので、なんと読むか決定できない。江

戸語の「私」には、ワタクシ、ワタシ、ワッチ、ワチキ、ワタイなどの読み方があるが、「夢

酔独言」の「私」の読み方として有力なのはワタクシとワタシだろう。「夢酔独言」には仮

名書きの「わたし」が四例あるが、仮名書きの「わたくし」は一例もない。そこで、「夢酔

独言」ではワタシを「わたし」と仮名書きし、ワタクシを「私」と漢字で書いたのではな

いか、という考え方が出てくる。現に「夢酔独言」の「私」の中には高い待遇環境におい

て使用されたものがある。

●一同に答へもなく平伏して幾重にも此段は私共が心得違へ何卒御慈悲に御免し被下とて

涙を出して詫るから 99ノ 17（四二三頁下段）願塚の村人→小吉
この例ではワタシと読むよりワタクシと読んだ方が、その待遇状況にふさわしい。このよ

－20－



うな例が「夢酔独言」には多いが、しかし、次のような場合もある。即ち、男谷精一郎

は小吉に対してワタシと言ったり、「私」と言ったりしている。

●おまへの迎に外の者をやつたら切りちらして帰るまいと相談のうへわたしがきたか

ら是非とも江戸へ一度帰りての上どふともなされ 50ノ 18（三九一頁上段）
●必ずおまへには食を断て死ぬだろふと私もおもつた故様々親父が機嫌を見合て留たが

聞入ぬ故かふなつた 79ノ 13（四一〇頁上段）男谷精一郎→小吉
精一郎と小吉の関係は甥と叔父の関係になるが、年齢は一七九八年生まれの精一郎の方が

年長である。養子に入る前から遊び仲間で、喧嘩をして廻ったり、道場荒らしをしたりし

ている。このような点を考慮すると、精一郎→小吉の「私」はワタシと読んだ方がよいよ

うに思われる。

＜御旗本様＞小吉は自分のことを旗本だと思い、他人にもそう言わせたかったようである。

次に引用する例は、「御旗本様」と書いた書き付けを出させようとしているところである。

●そんなら以来は御旗本様へ対し慮外致すまいといふ書付をいだせ 56 ノ 6（三九四下
段）小吉

既に記したように勝家は御家人であって、旗本ではない。それなのに小吉は自らを「旗

本」だと思い、「おれは生れながらの御旗本で身分も尊し」（三九八頁上段）と称し、「御旗

本へ対して不礼」（三九五頁上段）とも言っている。御家人が旗本と自称するのは僭称のよ

うであるが、当時としてはそう

ではなかったようである。小吉ばかりでなく、小吉の供の者も小吉を「御旗本は違った物

だ」（四二一頁下段）のようにと言った例がある。

二 小吉の対称――小吉は聞き手をどのように呼んだか

小吉が「夢酔独言」において使用した聞き手を表す人称詞には、次のようなものがある。

オノシ、オマエ・オマイ、貴公、貴様、サン、足下、其ノ方（共）、手前、ワレ、皆様、

皆サ ン、呼ビ捨テ

これを藤兵衛の使用対称と比較してみよう。藤兵衛の使用対称は、次のようである。

アナタ、ウヌ、オッカア、オッカサン、オバサン、オメエ、貴様、～公、～サン、～字、

ソッチ、チャン、テメエ、～坊、呼ビ捨テ

藤兵衛が使用し小吉が使用していない対称にはいろいろあるが、その中で武家と町人の

相違にかかわるものは、オメエ、テメエのような音訛による対称の有無である。既に中村

通夫氏や山口豊氏が指摘されているように、「夢酔独言」には連接母音の長音化（連母音の

音訛）が少ない。両氏によってアイ、ウイの長音化は指摘されているが、「夢酔独言」には、

オイの長音化も見られる。ついでに挙げておくことにする。

●ふていやつだ 22ノ 13（三七二頁上）馬引→少年小吉
ただし、この例の話し手は小吉や武家ではなく、駿府の馬引である。

このように武家社会では連母音の音訛が少なかったため、オマエ→オメエ、テマエ→テ

メエという変化が起きにくく、独自の待遇価値を持つオメエ、テメエという二人称代名詞

を作ることはなかった。

小吉はオメエ、テメエを使用しないかわりに、下位者に対してテマエ、其ノ方（共）貴
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様、オノシ、足下、ワレを使用している。

三 小吉はどのように呼ばれていたか――小吉に対する呼称

ここでは、主として二人称の人称詞（二人称代名詞と二人称呼称詞）を扱う予定である。

1．町人や村人など非武家の人は小吉をどう呼んだか
「夢酔独言」の中で、小吉は町人、村人など非武家の人々から次のように呼ばれている（中

には他称として用いられたものも含む。少年時代は除外）。

アナタ、アナタ様、オマエサマ、オマエサン、御前、御前サマ、御旗本様・御旗本、御

役人様、殿様、勝サマ、夢酔様、旦那、御手前、御自分、先生、呼び捨て

これらは、どれも敬意の高い人称詞である。

●あなたは大変だ 112ノ 9（四三一頁下段）易者→小吉
●仕立屋やがいふには夫はあなた様はごむりだ。神事には法といふ物が有りますとてい

ろ〳〵ぬかす故（三九八上段）小吉→仕立屋

●夫れから関所をこしてやすんでいたら跡〆きた商人がいヽおるには今私が御関を通り

ましたがおまへさまの噂をしてござつたが、今通つた侍は飛脚てもないがはん中でも

なしなんだろふとて噂をしていましたといふから其筈だはおれは殿様だからといつて

やつた。46ノ 22（三八八頁下段）小吉←→商人
●おまへさん方はけがが有つてはわるいから、是非〳〵早くにげろ35ノ19（三八一頁下

段）源兵衛→小吉

●私共が二三年諸方へ頼て奥様の事を骨を折たが岡野と聞くと皆々破談になりましたが

御前の御蔭で殿様始一同安心して悦ます。68ノ 15（夢酔独言四０三頁上段）岡野知
行地の百姓→小吉

●私ともの身分の義御免の上は御前さまの義は身分に応し候事はお請を仕る 99 ノ 22
（夢酔独言四二三下段）村人→小吉

●道具の市にてはもおけの半分は諸道具屋へそばまた酒を買て喰た故殿様〳〵といゝお

つて 70の 10（四〇四頁下段）道具屋→小吉
●そんなら以来は御旗本様へ対し慮外致すまいといふ書付をいだせ 56 ノ 6（三九四頁
下）小吉→大頭伊兵衛ら

●御旗本は違た物た 96ノ 18（四二一頁下段）
●御役人様御見のがし被下ませ 40ノ 11（三八四頁上段）音吉（博奕打ち）→小吉
●勝様が仰では有が中〳〵よふゐには寄加持は出来ぬ 61ノ 7（三九八頁上段）仕立屋
●夢酔様は御奉行様と御懇意だ 95ノ 4（四二〇頁下段）村人
●夢酔様は奇妙の御方だ雨の降るを昨日から知ていさしやる 96 ノ 17（四二一頁）村人
●旦那は水戸の御使で中村さまへいかしやる 49ノ 4（三九〇頁上段）駕籠屋→宿の人
このような小吉の呼ばれ方を藤兵衛の呼ばれ方と比べてみよう。藤兵衛は「春色梅児誉

美」の中で、次のようによばれている。

アナタ、アナタサマ、オマエサン、オマハン、オメエサン、貴殿、其ノ方、旦那、藤サ

ン、藤兵衛、藤兵衛サン、
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藤兵衛は武士ではないから、御旗本、御旗本様、御役人様、殿様と呼ばれることはない。

小吉は「勝さま」（四三一頁上段。南平→小吉）のように～サマ付けで呼ばれることがある

が、藤兵衛は「藤兵衛さん」「藤さん」とサン付けで呼ばれている。

＜殿様＞「夢酔独言」の中で、小吉は非武家から「殿様」と呼ばれている（四〇四頁下段）。

また、小吉自身自ら「殿様」と称したこともある（三八九頁上段）。このように小吉は自ら

「殿様」と称したり、町人からも「殿様」と呼ばれたりしていたが、「殿様」について、「あ

すか川」（柴村盛方。文化七年）は次のように記す。

○昔我等ごとき御目見得以上は、旦那様御新造様と申す。いつとなく殿様奥様といふや

うなり。（日本随筆大成第二期＜新版＞十。六頁）

この記述によれば、昔は御目見得以上の旗本であっても旦那様と呼ばれ、殿様とは呼ばれ

なかった。それがいつの間にか殿様と呼ばれるようになったというのである。勝家のよう

な御目見得以下の場合は、昔（ここでいう昔はいつのことか触れられていないが、仮に盛

方が十八歳で家を嗣いだ元文四（1739）年頃とすると）その頃は御家人を「殿様」という
ことはなかったことになる。しかし、「あすか川」にもあるように、「殿様」の範囲は下の

方へ広がっていった。一方、「守貞漫稿」には次のような記述がある。

○万石以下以上トモニ幕府直参ノ武士ハ臣僚ヨリ主人ヲ称シテ殿様ト云（合本自筆影印守貞漫

稿・人事五五頁下段）

これによれば、幕府の直参は「殿様」と言うことになる。「殿様」の価値が下がってきてい

る訳で、これから見ると小吉が「殿様」と呼ばれたり、自ら「殿様」と称したりしても、

あながち僭称とは言えない。

＜御前・御前サマ＞以上挙げた人称詞のうち、「御前」「御前さま」の「御前」には、振

り仮名がないので、オマエと読むか、ゴゼンと読むか、読み方がきまらない。

夢酔独言には「おまえ」と仮名書きされた二人称代名詞が一八例出てくる。これになら

って「御前」をオマエと読むという読み方が、まず考えられる。オマエは、「夢酔独言」に

限らず、江戸語の二人称代名詞として使用量の多い代名詞であるから、「御前」をオマエと

読むのは、この点から見ても無理がない。一方、「御前」をゴゼンと音読するのは、ゴゼン

という二人称代名詞が江戸語では余り使われなかったので、かなり特殊な読み方になる。

江戸の小説類、たとえば「浮世風呂」や「浮世床」には、ゴゼンという二人称は使われて

いない。しかし幕末の英学資料の中には、二人称のゴゼンに言及したものがある。会話編

Ⅱ NOTESの EXERCISEⅥ に次のように記されている。「To a daimio or hatamoto by his
retainers ,also ,gozen」（東洋文庫復刻版四八頁）。これによれば旗本はゴゼンと呼ばれるこ
とがあったことになる。小吉も旗本のはしくれであるから、ゴゼンと呼ばれた可能性があ

る。とすれば、小吉を指す「御前」はゴゼンと読むべきではないか、とも考えられる。待

遇表現として見ると、「夢酔独言」のオマエにも上位者に対する使用例はあるが、話し手と

聞き手間の待遇格差はそれほど大きくない。既出してある「御前」は村人→小吉の間で用

いられており、その待遇格差は大きい。この「御前」をオマエと読むと、両者間の待遇格

差にそぐわない。もう一例の「御前」は村の代官→小吉の関係で使用されているが、この

代官は岡野孫一郎の知行地を管理する村人で、その他の村民と身分的には大差ないものの

ようである。やはり、これをオマエと読むと、小吉に対して礼を失することになる。以上

のように、待遇表現としてみると、「夢酔独言」の「御前」はオマエとは読みにくく、むし

ろゴゼンと読むべきではないか、と思われる。
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「御前」については以上のように考えられるが、御前サマの場合はオマエサマかゴゼン

サマか判定がつかない。

2．小吉は身内の人からどう呼ばれたか
目上の身内→小吉の場合

「夢酔独言」において、小吉が目上の身内からどう呼ばれていたかを次に示す。括弧内に

記したのは、その使用者である。

オノレ（平蔵、祖母）、オノシ（平蔵、大兄）、オヌシ（大兄）、手前（大兄）、貴様（松

坂三郎右衛門）、オマエ（兄嫁）、左衛門太郎殿（兄嫁）

小吉の祖母、父、兄たちは下位者に対して用いられるオノレ、オノシ、オヌシ、手前、

貴様を用いて小吉を遇しているが、兄嫁はやや待遇価値の高いオマエや～ドノ（殿）を使

って小吉を呼んでいる。

四 身分による待遇表現の格差

身分社会の江戸では、その上下に基づく待遇表現の格差が歴然と現れている。これにつ

いて、武家対非武家（町民と村人）、身内内の格差と二つに分けて記していく。

1．武家対非武家の待遇格差
「夢酔独言」の中で、小吉が町民や村人からどのように呼ばれ、一方小吉が彼らをどの

ように呼んでいたか、以下それを見ていくことにする。

小吉は、以下に示すように町人や村人から高い待遇表現を以て待遇されている。

オマエサマの例は既出したので再掲はしないが、箱根の関所を越えてきた小吉に向かっ

て、後から来た商人が小吉に対してオマエサマを使用している。二人は見ず知らずの間柄

であるにもかかわらず、商人は小吉に対してこのような高い敬語を使用している。この例

文の中には「私」も出てくるが、これには振り仮名がない。オマエサマとの釣り合いから

考えれば、ワタクシではないかと思われる。これに対して、小吉はオレを使用し、マスを

使わないなど、普通待遇表現で応じている。見ず知らずの間柄であっても、武家対町人の

間にはこのような大きな待遇格差が存在していた。

次に挙げる例は、やはり武家対非武家（町人）の会話であるが、この例ではお互いに何

者であるかは承知している。真言の行者殿村南平が巫女に富籤の当たり番号を言わせたと

ころ、小吉が「是は随分出来る事だろう」と言ったので、かげ富の箱見をする仕立屋が反

対して、次のように言う。

●仕立屋やがいふには夫はあなた様はごむりだ。神事には法といふ物が有りますとてい

ろ〳〵ぬかす故おれが座敷の真中へ出でまづ論は無益だから手前は自分の前へ出て礼

をしろゆるすといわぬ内に手前が頭が上つたらおれは直に手前の飯たきになろふから

さあこひといつたら 61ノ 13（三九八上段）仕立屋←→小吉
仕立屋は小吉をアナタ様やマスを用いて待遇しているのに対して、小吉はオレと自称し、

下位者に用いるテマエで相手を指している。ここにも大きな待遇格差が現れている。

小吉は天保十（1839）年、三八歳頃、岡野孫一郎の知行地、大坂の願塚村に出向き、領
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主のため金策をする。しかし村人は金策に応ぜず、竹槍などで威嚇する。小吉は村人たち

に次のように言う。

●此の度其方共の地頭が余義なき頼故に病身を凌て上坂して其方共へ何分頼むといふ一

言を今迠の用人同様心得取合ず此段不敬千万 99ノ 10（四二三頁下段）小吉→村人
小吉は村人たちをソノホウドモと呼んでいるが、ソノホウは武士が下位者に対して使う二

人称で、「浮世風呂」や「浮世床」には出てこないものである。ドモも敬意を含まぬ接尾語

であって、「不敬千万」などと相まって下位者に対する物言いになっている。一方、村人は

恐れ入って、許しを乞う。

●幾重にも此段は私共が心得違へ何卒御慈悲に御免し被下 99ノ 17（四二三頁下段）
村民は「私共」、オ～ナサレなどの敬語を使用してひたすら下手に出る。小吉は村民の詫び

を入れて、次のように言う。

●夫ほどまでいふ故に愚昧の百姓共故差免し可申 99ノ 19（四二三頁下段）
今の感覚で言えば、随分見下した言い方であるが、小吉は村民に対してこのように接して

いる。

武士の尊大な言葉遣いは、サトーの「会話篇」にも見られる。

○ Oi, kono maidama wa ikura da.(EXERCISE XVI 21) 東洋文庫本七二頁

この話し手は Tokugawa regimeのサムライ、聞き手は繭玉売りの商人である。オイという
呼び掛けは下位者に対するもので、マスは使用されていない。今日の見方をすると、随分

横柄な態度で買い物をしているように見える。これに対して,商人は
○ Ichi riô de gozaimasu.(EXERCISE XVI 21) 東洋文庫本七二頁

と丁寧に答えている。

○ Oi,teishi,oku-zashiki no kirei na tokoro wo danna no o ima ni suru yô ni. Sô shite banji
so-riaku ga atte wa sumanu zo (EXERCISE XVII 23)東洋文庫本七八頁

この話し手は medium rankの役人の家来で聞き手は宿駅の宿の亭主である。話し手の身分
は武士とは言っても甚だ低い。それにもかかわらず、宿屋の亭主の応対は次のようである。

○ Hei,hei, kanai no mono ni mina yoku iitsukete wa okimashita keredomo, iki-todokimasen’
tokoro wa o sashidzu wo yoroshiku dôzo.(EXERCISE XVII 24)東洋文庫本七八頁
武士は街道の宿駅を通るときも、大威張りで通過する。

○ koré,Shiku-yakunin,sakujitsu no sakiburé no tôri ninsoku nokorazu sorotte iru ka é. On
sadame dôri chinsen wo harau kara kono dachin-cho e kaki-tomete kurero(EXERCISE XVII
12)東洋文庫本 74頁。喜三郎→宿役人
○ Do sita mon' da! Sakuya are hodo danjite oita ni,komaru ja nai ka(EXERCISE XVII 39)東
洋文庫本 80 頁。喜三郎→宿役人

次に按摩との遣り取りを見てみよう。

○ Oi,amma,ikura da ○ Ni hiaku mon kudasai ○ Sori ya takei. Sukosi bakari mondé ; dô da
hiaku gojiu ni makero(EXERCISE XIX21)東洋文庫本 94頁。喜三郎→按摩
「会話篇」を参照すると、武士が町人や村人に対して尊大な態度を示すのは、小吉ばか

りではなかったようである。

2．武家身内における待遇格差
「夢酔独言」では、身内における上下関係が待遇表現に反映している。
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＠男谷平蔵（小吉の実父）→その息子たち

平蔵は自分の息子と話すとき、敬語は使用せず、敬意のない対称を使用する。

●年もゆかぬにばゝさまにむかつておのれのよふな過言をいふやつはないしじうか見届

けない 13ノ 1（三六六上段）男谷平蔵→小吉
●手前も年のわかゐうちは度々そんなことが有つたけはつかの金て小吉をきづものに

はできぬ故なんとか了簡してみやれ 33 ノ 22（三八〇頁上段）男谷平蔵→男谷彦四郎
小吉の祖母も小吉に対して次のように言う。

●おのれは勝の家をつぶそうとしたな 33ノ 7（三七九下段）勝家の祖母→小吉
兄弟間の会話でも長幼の別があり、敬語は使用されていない。

●手前が手段で勤道具衣服も出来るなら勝手にしろおれはいかひこと手前にはいり上

たゆへ今度は構ぬ（三九二頁上段）52ノ 1大兄男谷彦四郞→小吉
●手前が手段で勤道具衣服も出来るなら勝手にしろおれはいかひこと手前にはいり上

たゆへ今度は構ぬ（三九二頁上段）52ノ 1男谷彦四郞→小吉
以上、小吉は祖母、父、兄からオノレ、手前、オヌシ、オノシ、キサマのような対称詞で

指示されており、敬語は用いられていない。

兄嫁と小吉でも、兄嫁上位という格差が出ている。兄嫁→小吉では、親兄弟とは違って、

小吉に対する軽い敬語が現れる。

●左衛門太郎殿、おまへはなぜにそんなに心得違斗りしなさるお兄様が此間から世間

容子を不残聞合てござつたが、捨置けぬとて心配して今度庭へおりを拵ておまへを

入るといゝなさるからいろ〳〵みんなが留たが少も聞かずしてきのふ出来上たから

は晩に呼にやつておし籠ると相談が極たが精一郎も留たが中〳〵聞入がなゐからわ

たしも困つている 78の 10（四〇九頁下段）兄嫁→小吉
ここには小吉に対する軽い敬語のワタシ、オマエ、ナサルなどが使われている。なお、～

ドノの待遇価値は、江戸語ではサマより低かったようであるが、軽い敬語であるかどうか

は保留する。

目下の身内→小吉

男谷精一郎→小吉で使用された、オマエがある。

友達→小吉

友達→小吉の関係で用いられている人称詞には、オマエと先生がある。

○大頭伊兵衛、橋本庄衛門、最上幾五郎という友達が尤もだが折角出来たのに おまえが

ことわると皆々断る故兵庫も今更後悔してあやまるからゆるしてや れと種々いうから

（三九四頁下段）大頭伊兵衛ら→小吉

○先生は今迠人の事はいろいろ助けてやつた故今度は岡野の諸親類又は頭迠が 掛りて出

来ず明日表向きになるという大変のそうどうを捨て見ていては是れ 迠の義々はみない

たずらになるから此の一件も押付けてやるがいい（四一七 頁上段）島田虎之助→小吉
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［座談会］

　　「語彙・辞書研究会の 30年」

　　沖森卓也（立教大学名誉教授／語彙・辞書研究会 代表）
　　林　史典（筑波大学名誉教授／語彙・辞書研究会 前代表）
　　萩原好夫（元株式会社三省堂／語彙・辞書研究会 元事務局）

　〈司会〉
　　木村義之（慶應義塾大学）
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事務局からのお知らせ

第61回研究発表会の開催について
上記研究発表会は下記の日時・会場で開催する予定です。

日時：2022 年 6 月
会場：（予定）新宿 NS ビル 3 階（新宿区西新宿 2-4-1 NS ビル）

多数ご来会くださるようお願い申し上げます。

第 61回研究発表会の研究発表者の募集について
上記研究発表会における研究発表者を募集しております。発表者の
資格は全く問いません。発表をご希望の方は、発表要旨（約 800 字）
を添えて、2022 年 2 月末日までに本会事務局までお申し込みくださ
い。審議のうえ、研究発表をご依頼いたします。

研究発表会のご案内について
研究発表会開催の案内を新たにご希望の方は、本会事務局までお申し
込みください。

語彙・辞書研究会
［運営委員］ 　井島正博 大島資生 沖森卓也（代表）柏野和佳子
  　木村　一 木村義之（庶務）陳　力衛 林　史典
  　前田直子 安田尚道 山崎　誠

［事 務 局］ 　山本康一 荻野真友子

〒 101-8371　東京都千代田区神田三崎町 2-22-14
株式会社　三省堂　出版局内

TEL　03-3230-9734
FAX　03-3230-9542

E-mail　goijisho_sec@sanseido-publ.co.jp
https://dictionary.sanseido-publ.co.jp/affil/goijisho/

2021 年 12 月 5 日発行
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